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研究概要
研究テーマ: 大規模言語モデルに基づくマルチエージェントシステムにお
ける合意形成支援
研究概要:本研究は、信頼性や解釈可能性を備えた合意形成を支援するため、
大規模言語モデル（LLM）に基づくマルチエージェントシステム（MAS）
における規範的なフレームワークの確立を目的としています。具体的には、
以下の要素で構成されています。

構造化されたファシリテーション:議論を複数のフェーズに分け、各段階に
応じた LLMエージェントを動的に切り替える「多段階ファシリテーター」
の実現.
説明可能な信頼性評価:単なる「LLMによる判定 (LLM-as-a-judge)」に依存
するのではなく、集約メカニズムを設計することで、LLMを用いたマルチ
エージェントによる意思決定プロセスの説明可能性を向上させる.



ファジィ選好抽出と合意分析: ファジィ選好抽出と「許容範囲 (tolerance)」
を考慮した合意判定を導入することで、自然言語による好みの表明と数理
的な合意分析は可能になる.
合意倫理に基づく自律交渉の評価と標準化:合意倫理メカニズムをLLMエー
ジェントに導入し、あらゆる指標を用い、異なるエージェントの合意形成
を評価するための自律交渉フレームワークの構築.
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